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香川県議会議員・無所属・議会/県政報告

小泉 あつし

小泉あつし７つのアクション
①福祉・介護＿誰もが自分らしく生きられる環境づくり
②公共交通＿どこに住んでいても安心して暮らせる地域づくり
③産業＿島の魅力を活かした、地場産品のブランド力の強化
④子育て＿人口減少に歯止めを！子育て支援の徹底！
⑤教育＿誰もが共に学べるインクルーシブ教育を！
⑥防災＿オール香川体制をつくり、点ではなく面で防災体制を整備！
⑦環境＿電力の地産地消、海洋プラスチックごみゼロに向けて

小
豆
郡
か
ら

　
　
　
県
政
に
新
た
な
風
を
！

こ
こ
香
川
県
、
瀬
戸
内
の
美
し
い
島
々
は
世
界
に
誇
れ
る

美
し
く
自
然
に
れ
た
場
所
で
す
。

県
民
の
み
な
さ
ま
が
誇
り
を
持
て
、
赤
ち
ん
か
ら
お
年
寄
り
、

そ
し
て
障
が
い
の
有
無
関
係
な
く
、

誰
も
が
安
心
し
て
生
涯
を
送
れ
る
社
会
を
創
り
ま
す
。

地
元
に
密
着
し
、
み
な
さ
ま
の
想
い
を
し
か
り
と
受
け
止
め
、

一
人
ひ
と
り
の
声
を
県
政
に
届
け
ま
す
。

私
の
強
み
は
「
行
動
力
」。

常
に
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
前
へ
前
へ
と
進
み
続
け
ま
す
！

現
在 
小
泉
あ
つ
し 

が
所
属
す
る
委
員
会

◉
総
務
常
任
委
員
会

◉
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
推
進
特
別
委
員
会

◉
広
報
委
員
会



草壁にある小泉あつし事務所は住民相談、県議の仕事の説明、
住民の憩いの場として開放しています。
また定期的に報告会、住民相談会なども行っています。
活動報告などの資料もあるので、県議の仕事が気になる方、
ご意見などある方、どなたでもお気軽にお越しください。
人々が集まる場所になれるよう、温かい空間を作っていけた
らと思います。

小泉あつし事務所
〒761-4432 香川県小豆郡小豆島町草壁本町１０５３-３
TEL : 070-9229-5202　開所日：月・水・金　9:30～12:30 

6 月の議会スケジュール

小泉あつし事務所のご案内

住民を代表する 41人の議員で構成される香川県議会は、住民の代表と
して地域のために、また、住民福祉の向上に努めるよう、
県の意思を最終的に決定する役割があります。
※最近では、議員に立候補する住民が少なくなってきており、これは、
全国的な傾向であるといわれています。
議員は条例を提案したり、改正したり、廃止することができます。香川
県では議員と執行部（県職員）とが協力し、条例の内容について話し合い、
条例の案を作るケースがあります。
※議員だけでは、行政の複雑化や起案形態の専門性などから、提案権が
あってもそれをフル活用することはなかなか難しい状況です。
また議会は、主権者である住民に代わって執行機関を監視し、執行機関
の独走をチェックする機関でもあります。執行機関が真に県民の意思を
反映した行政を行っているかどうかを監視するなどの役割を果たしてい
ます。
議会の重要な役割のひとつとして、国の各省庁や国会などに、公益に関
することについて意見書を提出することができます。
議会は、住民の代表として住民の総意を背景に意見書を出すことで、
民意を国に伝えることができます。

香川県議会には次の 4つの常任委員会があります。すべての議員は 4つ
の常任委員会のうち、どれかひとつに所属しています。

県議会ってどんなところ？

４つの常任委員会について

県議・議会の役割について

- 意外と知らない県議・議会の仕事を少しだけご紹介します -

2 つの部局：
・環境森林部（脱炭素、海ごみ、
  林業、 産廃など）
・土木部（インフラ整備など）
  の事業について話し合います。

環境建設委員会

2つの部局：
・健康福祉部（介護、福祉、
  子育てなど）
・教育委員会（学校、県立
  アリーナなど）の事業に
  ついて話し合います。

文教厚生委員会

3つの部局：
・商工労働部（産業活性化、 
   働き方など）
・交流推進部（地域公共交通、
   観光など）
・農政水産部（農業、水産業
   など）について話し合います。

経済委員会

総務委員会
4つの部局：
・政策部（政策立案、移住促進、
　水資源、女性の活躍、文化芸術、
　デジタル化など）
・総務部（私立学校、県庁の人材
　確保、人権問題、広報、国際
　交流など）
・危機管理総局（防災対策など）
・ 警察本部（防犯、交通指導など）
　の事業について話し合います。

6/19 ㈪　本会議　開会　提案　理由説明
6/20 ㈫　議案調査
6/21 ㈬　本会議　代表質問
6/22 ㈭　6/23 ㈮　総務委員会
6/26 ㈪　6/27 ㈫　環境建設委員会
6/28 ㈬　6/29 ㈭　文教厚生委員会
6/30 ㈮　7/3 ㈪ 経済委員会
7/4 ㈫　議案調査
7/5 ㈬ -7/6 ㈭　本会議　一般質問
7/7 ㈮　各常任委員会
7/10 ㈪　委員長報告　討論　採決　閉会

いつでもきてね
！

こいちゃんの席はここ、一番前の席！

こいちゃんが所属するのは
ここ、総務委員だよ！

定数１０人

定数１1人

定数１０人

定数１０人

- 次回議会報告会のご案内 -
10/7 ㈯ 10:00~12:00ぜひご参加ください！



１　
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

（
小
泉
あ
つ
し
の
質
問
）

本
県
の
人
口
は
減
少
が
続
い
て
お
り
、
地
域
を
支
え
る
担
い
手
の
不
足
や
地
域

社
会
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
移
住
へ
の
関
心
が
依
然
高
ま

る
中
、
移
住
定
住
施
策
の
実
施
に
よ
り
、
人
の
流
れ
を
創
り
、
人
口
減
少
の
流

れ
を
変
え
、
転
入
超
過
へ
と
舵
を
進
め
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
ま
す
。
移
住
に

関
心
を
持
つ
人
の
割
合
は
、
２
０
２
０
年
以
降
、
少
し
先
進
的
な
層
で
移
住
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
も
加
え
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
率
も
急
伸
し

て
い
ま
す
。
子
育
て
政
策
と
マ
ッ
チ
し
た
形
で
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
注
力

す
る
こ
と
も
、
人
口
１
０
０
万
人
計
画
の
目
標
達
成
の
た
め
に
重
要
と
思
わ
れ

る
。
現
在
の
県
で
の
移
住
・
定
住
促
進
の
政
策
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
政
策
部
長
の
回
答
）

移
住
・
定
住
の
促
進
に
向
け
て
は
、①
情
報
発
信
、②
住
ま
い
・
仕
事
の
マ
ッ
チ

ン
グ
、③
定
住
の
サ
ポ
ー
ト
の
３
つ
の
柱
を
軸
に
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

① 

情
報
発
信
：
各
所
に
移
住
・
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
し
て
相
談
対
応

を
行
い
、各
地
で
移
住
フ
ェ
ア
を
実
施
。各
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
か
が
わ
暮
ら
し
」
な
ど
で
本
県
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
る
。

② 

仕
事
や
住
ま
い
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
面
で
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
住
宅
の

あ
っ
せ
ん
や
空
き
家
の
改
修
補
助
な
ど
に
市
町
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
住
ま
い
の
総
合
相
談
窓
口
の
「
住
ま
い
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
設
置
、

不
動
産
事
業
者
を
「
住
ま
い
の
応
援
隊
」
に
認
定
し
、
移
住
希
望
者
の
希
望
に

沿
っ
た
相
談
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
移
住
前
に
本
県
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
体
験
で

き
る
「
お
試
し
テ
レ
ワ
ー
ク
に
対
す
る
助
成
」
を
行
っ
て
お
り
、実
績
も
上
が
っ

て
い
る
。

③ 

定
住
の
サ
ポ
ー
ト
の
面
で
は
、
市
町
と
連
携
し
て
移
住
者
交
流
会
を
定
期
的

に
開
催
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
か
が
わ
暮
ら
し
応
援
の
輪
」
を
昨
年

10
月
に
開
設
し
情
報
交
換
し
合
え
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

（
小
泉
あ
つ
し
の
提
言
）

私
自
身
も
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
香
川
に
移
住
し
て
き
た
身
で
、
ユ
ー
ザ
ー

経
験
も
踏
ま
え
て
、
今
の
取
組
み
に
つ
い
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

① 

移
住
関
心
層
へ
の
広
報
に
つ
い
て
、
是
非
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
効
果
的
に
活
用
し

て
関
心
を
集
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

② 

広
報
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
子
育
て
世
代
・
若
い
世
代
に
し
ぼ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
や
色
調
を
す
べ
て
若
者
や
子
育
て
世
帯
を
意

識
す
る
こ
と
で
よ
り
効
果
的
に
対
象
者
に
伝
わ
る
の
で
は
な
い
か
。

③ 

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
住
み
た
い
物
件
の
写
真
を
多
く
掲
載
す
る
、

動
画
で
物
件
を
紹
介
す
る
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
目
線
で
欲
し
い
情
報
を
増
や
し
て

は
ど
う
か
と
思
っ
て
い
る
。
空
き
家
の
登
録
件
数
を
増
や
す
こ
と
も
大
切
で
あ

る
が
、
一
軒
一
軒
の
物
件
の
状
態
を
詳
細
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
件
を

探
す
人
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

小
泉
あ
つ
し
の
質
問

所
属
す
る
総
務
委
員
会
で
は
、
政
策
部
、総
務
部
、
危
機

管
理
総
局
、
警
察
本
部
に
つ
い
て
質
問
が
可
能
で
す
。

こ
の
度
、
小
泉
あ
つ
し
は
政
策
部
と
総
務
部
に
関
わ
る
質

問
を
い
た
し
ま
し
た
。

（
政
策
部
長
の
回
答
）

① 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
発
信
し

て
い
る
。

② 

本
県
の
年
齢
別
の
移
住
者
層
は
、
20
歳
代
が
３
３
．３
％
、
30
歳
代
が

１
９
．２
％
と
、
若
者
世
代
が
移
住
者
の
過
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

若
い
年
齢
層
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

若
者
受
け
す
る
デ
ザ
イ
ン
で
ロ
ゴ
マ
ー
ク
制
作
し
て
お
り
「
ト
カ
イ
ナ
カ
が
わ
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
一
緒
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

③ 

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
末
で
６
２
８
件
の
物
件
を
掲
載
し

毎
年
４
０
０
件
程
度
成
約
さ
れ
て
い
る
。
遠
隔
地
か
ら
ネ
ッ
ト
情
報
と
し
て
多

く
の
写
真
が
見
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
上
で
は
最
大

６
枚
の
写
真
掲
載
に
留
ま
っ
て
い
る
。
独
自
の
空
き
家
バ
ン
ク
を
持
つ
７
市
町

の
中
に
は
、
写
真
掲
載
枚
数
が
多
い
市
町
が
あ
る
一
方
で
、
防
犯
の
関
係
で
外

見
し
か
写
さ
な
い
、
家
の
中
ま
で
詳
細
に
写
す
の
は
ど
う
か
と
い
っ
た
考
え
方

の
市
町
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
写
真
が
多
い
ほ
ど
移
住
希
望
者
が
物
件
を
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
く
、
物
件
購
入
の
判
断
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
現
在
、
空
き

家
バ
ン
ク
に
掲
載
で
き
る
写
真
点
数
を
増
や
せ
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
対
応
し
て
い
き
た
い
。
動
画
掲
載
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム

が
対
応
し
て
お
ら
ず
、
直
ち
に
変
更
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

個
別
の
依
頼
が
あ
っ
た
際
に
Ｙｏ
ｕ
Ｔｕ
ｂｅ
で
個
別
に
動
画
を
提
供
す
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
対
応
で
市
町
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

２　
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

（
小
泉
あ
つ
し
の
質
問
）

香
川
県
の
人
口
が
１
９
９
９
年
の
１
０
３
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
に
転
じ

て
、
２
０
２
３
年
４
月
１
日
現
在
の
人
口
は
９
２
．７
万
人
と
な
っ
て
お
り
、

現
状
の
ま
ま
、
何
ら
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
今
後
、
人
口
減
少
は
加
速
度
的

に
進
む
と
さ
れ
、
２
０
６
０
年
に
は
、
本
県
の
総
人
口
は
66
万
人
程
度
に
ま
で

減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
０
年
の
３
月
に
改
訂
し
た
「
か
が
わ

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
２
０
６
０
年
に
人
口
77
万
人
を
維
持
す
る
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
お
り
、
人
口
77
万
人
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る

時
代
、
世
代
の
人
口
が
均
等
な
安
定
し
た
人
口
構
造
と
な
り
、
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
笑
顔
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て
、
働
き
、

結
婚
し
、
産
み
育
て
、
多
く
の
人
が
集
う
活
気
あ
る
香
川
県
を
描
く
こ
と
が
で

き
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
人
口
の
社
会
増
減
を
プ
ラ
ス
に
転
換
す
る
た
め
に
は
、

様
々
な
施
策
が
考
え
ら
れ
る
が
「
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
い
香
川
県
を
つ
く
る
」

と
い
う
面
で
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

２
０
２
２
年
12
月
時
点
の
県
内
に
お
け
る
在
留
外
国
人
数
は
１
５
０
７
８
人
と
、

本
県
の
人
口
の
1.6
％
程
度
で
は
あ
る
が
、
２
０
０
７
年
の
８
７
０
８
名
と
比
べ

る
と
1.6
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
外
国
人
の
住
民
は
増
加
す
る
傾
向
は
続

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
小
豆
島
の
状
況
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
と
、
生
産
年
齢

人
口
と
い
う
視
点
で
、
20
代
の
小
豆
島
町
の
在
住
者
の
数
を
見
る
と
、
日
本
人

８
８
３
名
、外
国
人
69
名
と
な
っ
て
お
り
、約
８
％
が
、外
国
人
の
在
住
者
と
な
っ

て
い
る
。

外
国
人
住
民
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
よ
り
多
く
の
方
に

本
県
を
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、
香
川
の
転
入
人
口
を
増
や
す
一
助
と
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
、
本
県
に
お
い
て
は
、
外
国
人
と
の
共
生
推
進
の
た
め
に
ど
ん
な
施
策
を

と
っ
て
い
る
の
か
、
伺
う
。

（
桑
原
知
事
公
室
長
の
回
答
）

少
子
高
齢
化
と
地
域
の
国
際
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
在
留
外
国
人
の
増
加

は
続
い
て
お
り
、
今
後
も
外
国
人
住
民
は
増
加
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
県
が
令
和
３
年
11
月
に
策
定
し
た
、「
新
か
が
わ
多
文
化
共
生

推
進
プ
ラ
ン
」
で
は
、外
国
人
住
民
を
支
援
対
象
と
し
て
捉
え
る
視
点
に
加
え
、

新
た
に
日
本
人
住
民
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
担
い
手
と
な
っ
て
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
と
い
う
視
点
を
追
加
し
、
地
域
を
支
え
て
い
く
存
在
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。

令
和
３
年
度
は
綾
川
町
、
令
和
４
年
度
は
小
豆
島
町
を
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、

地
元
と
連
携
し
て
日
本
人
住
民
と
外
国
人
住
民
と
の
橋
渡
し
役
と
な
る
方
々

を
、「
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
26
名
養
成
し
た
。

綾
川
町
で
は
、
昨
年
度
こ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
の
企
画
に
よ
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
企
業
や
日
本
語
学
校
な
ど
と
と
も
に
地
域
住
民
と
協
働
し

て
行
う
防
災
訓
練
、
清
掃
活
動
、
食
文
化
の
交
流
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
年
度
は
こ
れ
を
県
下
全
域
に
横
展
開
を
図
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
外
国
人
の
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
、
多
様
な
考

え
方
、発
想
を
、地
域
の
活
性
化
に
積
極
的
に
活
用
す
る
「
外
国
人
住
民
会
合
」

を
開
催
す
る
ほ
か
、
外
国
人
住
民
の
方
々
が
社
会
生
活
に
必
要
な
日
本
語
能
力

を
身
に
つ
け
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い

け
る
よ
う
、地
域
日
本
語
教
育
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
外
国
人
住
民
の
方
々
と
日
本
人
住
民
が
と
も
に
安
心
し
て
生
活
、
活
動

で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
み
、
暮
ら
し
や
す
い
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に
、
国
籍
や
民
族
を
超
え
て
、
互
い
の
文
化
の
違
い
を
認
め
合

い
な
が
ら
、
多
文
化
共
生
の
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

（
小
泉
あ
つ
し
の
提
言
）

２
０
１
９
年
、
本
県
が
実
施
し
た
外
国
人
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、「
災

害
な
ど
の
緊
急
時
に
不
安
が
あ
る
」、「
少
し
不
安
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
方
は

84
％
お
ら
れ
、災
害
な
ど
の
不
安
を
な
く
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
、「
避

難
場
所
や
避
難
経
路
の
案
内
表
示
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
」、「
緊
急
時
に
多
言

語
で
放
送
・
誘
導
を
行
う
」、「
緊
急
時
対
応
用
の
多
言
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
す
る
」
と
い
う
声
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
声
を
、
反
映
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
で
あ
る
「
外
国
人
住
民
会
合
」
で
は
、
複
数

の
外
国
人
在
住
者
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
県
内
に
は
外
国
人

が
１
５
０
７
８
名
住
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
、
よ
り
多
様
な
意
見
を
聞
き
、
在
住

者
の
声
を
幅
広
く
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
例
え
ば
、
住
民
会
合
で
話
し
合
わ
れ

る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
広
く
県
内
在
住
の
外

国
人
の
方
の
意
見
を
募
集
す
る
な
ど
、
可
能
な
範
囲
で
、
多
く
の
方
の
声
を
聞

け
る
方
法
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
桑
原
知
事
公
室
長
の
回
答
）

外
国
人
住
民
の
方
々
へ
の
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
外
国
人
住
民

の
方
々
は
、
日
本
の
災
害
へ
の
知
識
や
、
そ
も
そ
も
日
本
語
能
力
が
十
分
で
な

い
こ
と
も
あ
り
、
災
害
時
に
適
切
な
避
難
行
動
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
県
で
は
既
に
実
施
し
て
い
る
外
国
人
防
災
訓
練
に
加

え
、
香
川
国
際
交
流
会
館
で
香
川
県
災
害
時
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練

を
行
い
、
災
害
時
に
行
政
等
か
ら
の
情
報
を
外
国
人
住
民
の
方
に
幅
広
く
発
信

す
る
よ
う
な
体
制
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
、
災
害
時
等
の
外
国
人
対
応
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
、
避
難
所
で
の
外
国
人
住
民
の
ニ
ー
ズ
な

ど
を
収
集
す
る「
外
国
人
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
」を
18
名
養
成
し
、今
年
度
は
こ
の
リ
ー

ダ
ー
が
地
域
の
自
主
防
災
会
や
市
町
職
員
の
方
々
と
、
外
国
人
住
民
を
含
め
た
避
難
所

運
営
訓
練
を
行
い
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
住
民
の
た
め
の
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成
し
、
９
ヶ
国
語
に
対
応
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
今
ま
で
作
成
し
て
き

た
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
電
子
書
籍
化
し
て
検
索
し
や
す
く
す
る
と
い
う
取
組
み
も
行

う
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
通
し
、
災
害
時
に
、
県
内
在
住
外
国
人
が
日
本
人
住
民
と
同

じ
よ
う
に
、
必
要
な
情
報
を
得
て
、
速
や
か
に
避
難
し
、
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

外
国
人
住
民
会
合
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
新
規
事
業
の
内
容
の
一
つ
で
あ
り
、

「
外
国
人
住
民
が
有
す
る
多
様
な
考
え
方
や
発
想
を
地
域
の
活
性
化
に
積
極
的
に
活
用

す
る
こ
と
を
通
し
て
外
国
人
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
」

も
の
で
あ
り
、
御
提
言
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
幅
広
い
層
か
ら
多
く
の
声
を
聞
き
、
多

様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
ま
さ
に
本
事
業

の
目
的
で
あ
る
の
で
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
意
見
募
集
を
含
め
、検
討
し
て
参
り
た
い
。

（
小
泉
あ
つ
し
の
要
望
）

よ
り
多
く
の
方
が
訪
れ
や
す
い
、そ
し
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
、

今
後
観
光
で
も
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
し
、
技
能
実
習
生
や
働
く
人
た

ち
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
も
影
響
し
て
い
く
と
思
う
。
多
様
な
面
で
、
そ
う

い
っ
た
施
策
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。＊

文
字
数
の
関
係
で
一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
い
た
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は

ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

―

６
月
定
例
会
を
終
え
て―

今
回
、
県
議
会
議
員
に
な
っ
て
初
め
て
の
定
例
会
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
、

ま
ず
は
ホ
ッ
と
し
た
の
と
同
時
に
、
各
日
程
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、
動
き

方
な
ど
、
戸
惑
う
場
面
も
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
い
う

実
感
を
改
め
て
持
ち
ま
し
た
。

ま
た
、無
所
属
の
議
員
と
し
て
、自
分
が
ど
の
議
案
に
賛
成
す
る
か
、反
対
す
る
か
、

自
分
の
考
え
を
表
明
で
き
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

香
川
県
は
も
と
よ
り
、「
小
豆
島
の
た
め
に
な
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
視
点
で
自
分

の
意
見
を
表
明
し
て
い
く
所
存
で
す
。

最
後
に
、
定
例
会
の
中
で
の
「
質
問
」
が
と
て
も
重
要
な
や
り
取
り
だ
と
思
い
ま

し
た
。
自
分
は
今
回
、
一
般
質
問
は
な
く
、
総
務
委
員
会
（
の
管
轄
内
）
で
の
み

質
問
の
機
会
を
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
質
問
を
作
る
中
で
、
執
行
部
の
方
々
と

話
し
合
う
時
間
を
確
保
し
て
も
ら
え
ま
す
。
何
を
質
問
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

を
相
談
し
、
そ
れ
を
質
問
に
し
た
方
が
い
い
か
ど
う
か
、
質
問
に
す
る
な
ら
ど
う

い
う
内
容
に
す
る
か
、
そ
の
話
し
合
い
の
中
で
ど
う
要
望
を
出
し
、
あ
る
い
は
提

案
し
、
執
行
部
の
方
々
に
し
っ
か
り
そ
の
必
要
性
を
納
得
し
て
も
ら
い
、
対
話
で

き
る
か
が
、
想
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
工
程
だ
と
思
い
ま
し
た
。

各
会
派
の
代
表
質
問
や
各
議
員
の
方
々
に
よ
る
一
般
質
問
も
大
変
学
び
の
多
い
内

容
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
自
分
が
特
に
関
心
あ
る
内
容
に
つ
い
て
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
ブ
ロ
グ
に
て
綴
り
た
い
と
思
い
ま
す
、
ぜ
ひ
お
時
間
の
あ
る
時
に
ご

覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
の
一
般
質
問
は
９
月
定
例
会
に
な
り
ま
す
が
、
範
囲
は
県
政
全
般
に
及
ぶ
の
で
、

前
述
し
た
よ
う
に
各
部
局
と
話
し
合
っ
て
、
そ
の
中
で
最
大
限
実
効
性
の
あ
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



小さな声にも耳を傾ける
3

- ご挨拶 -
この度、小豆郡のみなさんに応援していただいたおかげで、
香川県議会議員として活動させていただいております。
県議として香川の発展に尽力することはもとより、小豆郡のみなさんの代表者として
「小豆郡のためになること」を模索していきます。
小豆郡のために私がやりたいことはいくつもあります。
・福祉が充実した島で、何歳になっても安心して暮らせる環境をつくりたい
・障がいがあってもなくても、自分らしく生きられる地域にしたい
・「行きたい時に行きたいところへ」行けるよう地域公共交通をもっと使いやすくしたい
・島の魅力を活かした産業を活性化し、人が集まる島にしたい
・子育て支援に力を入れ、安心して産み育てられるまちへ
・多様な子どもたちが共に学び、生きる力を培うインクルーシブ教育を実現したい
・災害が起きた時に、速やかに地域を支援できる「オール香川体制」をつくりたい
・再生エネルギー 100％を目指し、電力の供給を自立させたい
これらの目標を実現するため、まずは今の県政の方針や政策を学ぶ必要があります。
現状をしっかりと把握し、実現するにはどうすればよいか、どこに働きかける必要があるのか、
どうやって力を合わせればよいのか、を勉強する時期だと思っています。
上記の「実現したいこと」以外にも、みなさんの生活に県政が関わっていることはたくさん
あります。みなさん自身の生活をよりよくするために県政にどんどん参加してほしいと思っ
ています。県としてできること、できないことを多くの方々に知っていただくことで、
ご自身の声をどうやって反映させるのかを学ぶことになり、それがみなさんの生活を底上げ
することにつながります。私の若さを活かして何でも幅広く勉強し、
住民のみなさんの声をしっかりと代弁してまいりたいと思っています。
そして、小泉あつしの原点であり、初心である、「困っている人の声を届ける」
というスタンスを忘れず、か弱い声、小さい声に寄り添い、
そのために活動し続けることを誓い、ご挨拶の言葉とさせていただきます。

小泉あつし プロフィール
昭和５７年　９月２０日京都府京都市生まれ
平成１３年　京都府洛北高校　卒業
平成１８年　立命館大学法学部　卒業
平成２４年　青山学院大学大学院　法学研究科修了
平成２５年　障害福祉サービスに５年間従事
平成２９年　小豆島へ家族で移住
平成３０年　あすなろの家　職業指導員、
　　　　　　せいけんじこども園　保育士
令和２年　    児童福祉サービス
                     アースハーモニー管理者
令和 5年　    香川県議会議員　初当選

趣味：DIY、登山、家庭菜園、断食、英会話、ピアノ      
　　　ギター、 SUP、読書、子どもと遊ぶこと、カラオケ
好きな言葉：上善は水の如し

「未来は僕らの手の中」みんなの声で明日を変えよう！

●小泉あつし事務所  〒761-4432 香川県小豆郡小豆島町草壁本町１０５３-３
TEL : 070-9229-5202 開所日：月・水・金　9:30～12:30

* 臨時でお休みの場合があります。詳しくは事務所掲示板の
　カレンダー・SNS告知などをご確認ください。

約束

あつしの
汗をかき、地道に活動する
1

多様な考えを尊重する
2

公式キャラクター

まめっぴー

⬇ HP・SNS・お問合せはこちらから⬇

ホームページ facebook instagram X(Twitter) お問い合わせ
小豆郡の「豆」か

ら生まれた

まめっぴーです！

こいちゃん（小泉
あつし）と

一緒に県議会や香
川の未来

について考えてい
くよ！


